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1，483戸( 0) 

7，323入(-1) 

3，631人(+2) 

3，692入〈ー 3)
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。ホン

ブ

車

の

部

小
型
ポ
ン
プ
の
部

小
高
分
団
輝
く
優
勝

岩
法
寺
分
団
詑
優
勝
を
逸
す

県
消
防
協
会
石
川
支
部
主
催
の
第
二
十
五
回
県
消
防
ポ
ン
プ

操
法
石
川
地
区
大
会
は
、
去
る
七
月
二
十
日
午
前
八
時
三
十
分

か
ら
石
川
町
民
グ
ラ
ン
ド
で
関
ら
か
れ
、
わ
が
玉
川
村
消
防
団

の
代
表
ふ
じ
で
出
場
し
た
、
小
高
分
団
が
ポ

γ
プ

車

の

部

で

目
演
の
練
習
の
成
果
を
充
分
発
揮
し
、
二
位
の
石
川
町
消
防
団

を
断
然
引
さ
放
し
、
見
事
優
勝
め
栄
冠
を
か

J

ざ
り
ま
し
た
。

ま
た
プ
小
型
ポ
Y
プ
の
部
に
出
場
し
た
岩
法
寺
分
間
は
、
善

戦
健
闘
己
.ー
し
た
が
惜
し
く
も
僅
少
の
差
で
優
勝
を
逸
し
ま
し

た
。

小
高
、
岩
法
寺
分
団
と
も
団
の
名
誉

に
か
げ
で
日
頃
の
血
の
に
じ
む
よ
う
な

昭和54年 8月1日No. 156 

昭
和
五
十
五
年
歌
会
始
の
お
題

「
桜
」
と
一定
め
ら
れ
ま
し
た
。

ハ
注
〉
花
木
の
桜
で
す
が
、
花
と

一
詠
む
こ
と
一ば
ぶ
さ
わ
し
く
あ
り
ま

せ
ん
。

一
詠
進
歌
の
詠
進
要
領

付
一
詠
進
歌
は
、

J

菌
作
の
歌
で
一
人

一
首
と
じ
九
一γ
未
発
表
の
も
の
に
限

り
ま
す
。

。
用
紙
は
、
半
紙
〈
習
字
用
の
半

紙
ハ
白
紙
〉
が
よ
い
。
)
と
し

毛
筆
で
自
書
し
て
く
だ
さ
い
。
た

だ
し
、
海
外
か
ら
詠
進
す
る
場
合

は
、
用
紙
は
随
意
と
し
、
毛
筆
で

な
く
て
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ

ん。

伺
病
気
又
は
身
体
障
害
の
た
め
毛

筆
で
自
書
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

たまかわ広報

ぃ
。
(
書
式
図
参
照
)

無
職
の
場
合
は
、
単
に
「
無

職
」
と
書
い
て
も
差
し
支
え
あ
り

ま
せ
ん
が
、
以
前
に
職
業
に
就
い

ぷ
ト
~
こ
と
が
あ
る
場
合
に
は
、
な
る

J

一川町
く
一
元
の
職
業
を
書
い
て
く
だ
さ

い
ー
な
お
、
主
婦
の
場
合
は
、
単

昭
和
五
十
五
年
歌
会
始
の
お
題
及
び
一

詠
進
歌
の
詠
進
要
領
一一一一、一一
-L
V-J
-
1

一
ぜ

一

-

p

に
「
主
婦
」
と
書
い
て
も
差
し
支

一吉

え
あ
り
ま
せ
ん
。

三
注
意
事
項

'込山
の
場
合
に
は
、
一
詠
進
歌
は
失
格

と
な
り
ま
す
。

付
一
人
で
二
首
以
上
詠
進
し
た
場

合

訓
練
と
、
朝
夕
の
練
習
の
成
果
を
キ
ピ

キ
ピ
と
披
露
し
、
会
場
か
ら
そ
の
機
敏

場
合
に
は
、
他
人
が
代
筆
し
て
も

差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
が
、
代
筆

の
場
合
は
、
す
べ
て
そ
の
理
由
を

書
い
た
別
の
紙
を
添
え
て
く
だ
さ

、。、.v
な
お
、
盲
人
の
方
は
、
点
字
で

詠
進
し
て
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ

ん。

帥
書
式
は
、
半
紙
を
二
つ
折
り
に

し
、
開
い
て
右
半
面
に
お
題
と
歌

左
半
面
に
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏

名
(
本
名
、
ふ
り
が
な
っ
き
〉

生
年
月
日
及
び
職
業
(
な
る
べ
く
μ

具
体
的
に
〉
を
書
い
て
く
だ
さ

な
行
動
と
正
確
な
速
さ
に
、
会
場
か
ら

賞
讃
の
声
が
ど
よ
め
き
わ
た
り
ま
し

た。
ま
た
〆
応
援
に
は
「
必
勝
」
と
大
書

さ
れ
た
川市
召
ポ
リ
」
が
立
て
ら
れ
、
幹

部
)
Js

団
員
、
家
族
と
総
ぐ
る
み
の
大
応

援
育
大
会
め
ム

l
vを
一
層
盛
り
上
げ

ま
し
た
市ι

・
小
ト高
分
団
は
そ
の
応
援
に
見
事
ζ

た

え
ー
ポ

γ
プ
車
の
部
で
優
勝
、
支
部
代

表
し
て
来
る
八
月
二
十
三
日
石
川
町
民

〆
ラ
ン
ド
モ
行
わ
れ
る
県
中
大
会
に
出

場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

善
戦
健
闘
さ
れ
た
両
チ

i
ム
の
選
手

諸
君
の
労
と
そ
の
功
綴
に
た
い

A

し
む
か

ら
敬
意
を
表
し
、
来
る
ベ
山き
県
中
大
会

に
お
い
て
も
見
事
優
勝
の
栄
冠
を
獲
得

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
声
援
を
お
ぐ
り

た
い
も
の
で
す
。

尚
、
当
日
の
出
場
選
手
を
ご
紹
介
申

し
上
げ
ま
す
。

。
小
高
分
団
ハ
ポ
ン
プ
車
の
部
υ

指
揮
者
石
井
源
三
郎

一
番
目
員
関
根
仁
一

二
番
目
貝
車
目
覚
蔵

三
番
員
関
根
秀
勝

四
番
目
貝
石
井
泰
雄
、

。
岩
法
寺
分
団
(
小
型
ポ
シ
。
1
C部〉

指
揮
者
大
竹
幸
久

一
番
員
芳
賀
辰
雄

二
番
員
大
竹
正
光

一
ニ
番
員
大
竹
金
一

Smokin" CIciir1 

∞
詠
進
歌
が
既
に
発
表
さ
れ
た
歌
「
干
川
東
京
都
千
代
田
区
千
代
田
一
番

と
同
一
又
は
著
し
く
類
似
し
た
歌
一
号
宮
内
庁
」
と
し
、
封
筒
に
「

で

あ

る

場

合

詠

進

歌

」

と

書

き

添

え

て

く

だ

さ

い

司
詠
進
歌
を
歌
会
始
の
行
わ
れ
る
。
詠
進
歌
は
、
小
さ
く
折
っ
て
封
入

日
以
前
に
、
新
聞
、
雑
誌
そ
の
他
し
て
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

の
出
版
物
、
年
賀
状
等
に
よ
り
発
六
以
上
に
つ
い
て
疑
問
が
あ
れ
ば

表
し
た
場
合

'

直
接
、
宮
内
庁
式
部
職
あ
て
に
、
郵

伺
二
の
伺
に
記
し
た
代
筆
の
理
由
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
を
書
き
、
返

書
を
添
え
た
場
合
を
除
き
、
同
筆
信
用
切
手
(
五
十
円
〉
を
は
っ
た
封

と
認
め
ら
れ
る
す
べ
て
の
詠
進
歌
簡
を
添
え
て
、
九
月
末
日
ま
で
に
間

的

そ

の

他
乙
の
詠
進
要
領
に
よ
ら
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

な
い
場
合

一

詠
進
の
期
間

本
年
九
月
一
日
か
ら
ず
河
小

一
日

ま
で
と
し
、
郵
送
の
場
合
は
つ
消
印

が
十
月
十
一
日

p

ま
で
の
も
の
一を
有
効

と
し
ま
す
。

四五

郵
便
の
あ
て
先

(約
M
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
〉

桜

(書 式図〕

職郵
便:

業 番 :、
号♀

氏ふ てj

り住吉

年:
月が -

~ -‘、
長治な所

(約33センチメートル)

} 
ちょっとした心づカ、いも味のうち
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ド
ラ
イ
バ
ー
の
八
五
%
が
、
い
ざ
と

云
う
と
き
の

H

命
綱
η

を
無
視
し
て
い

る
l
l
l
日
本
自
動
車
連
盟
が
昨
年
九
月

全
国
三
十
四
か
所
の
主
要
高
速
道
路
で

行
っ
た
調
査
に
よ
る
と
、
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
の
着
用
率
は
わ
ず
か
一
五
%

「
た
か
が

一
本
の
ベ
ル
ト
ぐ
ら
い
」
と

思
い
が
ち
で
す
が
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を

着
用
し
て
い
れ
ば
パ
死
亡
事
故
も
十
人

の
う
ち
九
人
ま
で
が
助
か
る
と
い
う
警

察
庁
の
デ
!
タ
も
あ
り
ま
す
。
ド
ラ
イ

バ
ー
の
み
な
さ
ん
、
く
れ
ぐ
れ
も
ご
注

意
を
。八

月
は
、
シ

l
ト
ベ
ル
ト
着
用
抗
進

運
動
が
全
国
的
に
行
わ
れ
ま
す
。

一
次
、

二
次
衝
突
を
防
ぐ

3 

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
て
い
れ
ば

な
ぜ
安
全
か

l
l

自
動
車
事
故
に
よ
る
死
傷
は
、
ま
ず

衝
突
の
シ
ョ
ッ
ク
で
車
内
の
ハ
ン
ド
ル

や
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
に
ぶ
つ
か
っ
て
発

生
す
る
場
合
(
一
次
衝
突
)
と
、
車
の

ド
ア
な
ど
か
ら
外
に
ほ
う
り
出
さ
れ
て

路
面
や
障
害
物
に
激
突
し
て
起
き
る
場

合
(
二
次
衝
突
)
の
ニ
通
り
あ
り
ま

す。
こ
れ
ら
の
死
傷
事
故
か
ら
あ
な
た
を

守
る
の
が
シ

!
ト
ベ
ル

ト
で
す
。

警
察
庁
の
調
べ
に
よ
り
ま
す
と
、
死

亡
事
故
の
約
八
割
は
頭
部
、

顔
面
、
首

筋
の
損
傷
が
原
因
と
な
っ
て
い
ま

す。
こ
の
点
、
シ

i
ト
ベ
ル
ト

は
「
体
の

上
部
を
保
護
す
る
」
目
的
で
作
ら
れ
て

:ムー;i守述、値タ

い
ま
す
か
ら
、
一
次
、
二
次
の
被
害
を

最
少
限
に
食
い
止
め
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
す
。

旅
客
機
に
乗
っ
て
「
シ

1
ト
ベ
ル
ト

は
面
倒
く
さ
い
か
ら
」
と
い
っ
て
着
用

し
な
い
人
は
い
な
い
、で
し
ょ
う
か
。
自

動
車
に
乗
る
と
き
も
、
同
じ
よ
う
に
考

え
た
い
も
の
で
す
ね
。

国
民
年
金
の
老
齢
年
金
や
通
算
老
齢

年
金
は
、
原
則
と
し
て
六
十
五
歳
に
な

っ
た
と
き
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
が
、
六

十
歳
を
す
ぎ
て
い
れ
ば
、
こ
の
年
齢
を

繰
上
げ
て
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
れ
を
年
金
の
繰
上
げ
請
求
と
い

い
ま
、
す
。

こ
の
繰
上
げ
詰
求
に
よ
る
老
齢
年
金

や
通
算
老
齢
年
金
の
額
は
、
繰
上
げ
請

求
を
し
な
か
っ
た
と
き
に
受
け
ら
れ
る

額
か
ら
支
給
を
希
望
す
る
年
齢
に
応

じ
、
次
の
本
で
減
額
さ
れ
た
額
と
な
り

ま
す
。

繰
上
げ
請
求
に
よ
っ
て
受
け
る
年
金

は
、
生
涯
同
じ
率
で
減
額
さ
れ
た
年
金

を
受
け
る
こ
と
と
な
り
、
た
と
え
ば
六

十
五
歳
あ
る
い
は
七
十
歳
に
な
っ
た
と

き
で
も
減
額
し
な
い
年
金
の
額
に
復
活

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
請
求
に
あ

た
っ
て
は
快
足
に
検
討
し
て
く
だ
さ

、。
-
U
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寸
交
通
遺
児

i
l
i
l
l
i
t
-
-司

Fli奨
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す

i
L一

財
呂
法
人
交
通
近
児
育
英
会
で
は
交

通
遺
児
の
み
な
さ
ん
に
対
す
る
、
奨
学

金
の
貸
与
を
行
な
っ
て
居
り
ま
す
。

希
望
さ
れ
る
方
は
い
ま
す
ぐ
、
出
願

し
て
下
さ
い
。

募
集
要
項
は
次
の
と
お
り
で
す
。

高
校
奨
学
生

応
募
資
格
@
①
保
護
者
が
道
路
上
の

事
故
で
死
亡
し
た
り
、

rMK-
い
後
追
郎
作
で
働
け

な
い
た
め

に
学
資
に
悶

っ
て
い
る
高
校
生

⑦
)
成
績
不
問

奨
学
金
@
月
額
一

O
、

0
0
0円

(
国
公
立
)
一
五
、

0

0
0円
ハ
私
立
〉
、
た

だ
し
本
年
四
月
以
降
入

学
の
一
年
生
は
月
額
一

五、

0
0
0円
(
国
公

仏
刊
」
・
一

A
JL

・.一
4
g
v
q
 

。
相
続
と
税
金

相
続
税
は
、
相
続
な
ど
で
財
産
を
も

ら
っ
た
と
き
に
か
か
る
税
金
で
す
が
相

続
な
ど
は
一
生
の
う
ち
で
何
度
も
経
験

す
る
も
の
で
な
い
た
め
、
な
じ
み
の
簿

い
税
金
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
そ
こ
で

相
続
税
の
あ
ら
ま
し
を
説
明
し
ま
し
ょ

。
〉フ

相
続
税
の
計
算
は
、
①
遺
産
総
額
か

ら
長
務
や
葬
式
費
用
の
額
を
差
引
い
て

「
正
味
の
遺
産
額
」
を
計
算
し
、
②
こ

の
「
正
味
の
遺
産
額
」
か
ら
基
礎
控
除

“(
二
千
万
円
+
相
続
人
×
四
百
万
円
)

を
差
引
い
た
残
額
に
税
率
を
か
け
て
算

出
し
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
各
相
続
人
の
相
続
税
額

は
前
記
①
、
②
で
計
算
し
た
税
額
を
各

相
続
人
が
相
続
な
ど
で
も
ら
っ
た
財
産

の
持
分
割
合
で
あ
ん
分
し
た
金
額
で
す

が
、
相
続
人
が
死
亡
し
た
人
の
配
偶
者

で
あ
る
と
き
、
あ
る
い
は
、
未
成
年
者

心
身
障
害
者
の
場
合
に
は
税
額
控
除
が

あ
り
、
そ
の
人
の
相
続
税
か
ら
技
除
さ

れ
ま
す
。

相
続
税
の
申
告
は
、
被
相
続
人
が
死

亡
し
た
自
の
翌
日
か
ら
六
か
月
以
内
に

被
相
続
人
の
住
所
地
の
所
轄
税
務
者
に

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
計
算

立
〉
一
一

O
、

0
0
0

円
(
私
立
)

募
集
人
員
@
約
一
、
八

O
O名

返
還
@
二
十
年
間
川
川
辺
消

無
利
子

採
用
方
法
@
川
口
烈
詐
抗
の
み

申

込

み

'
H自
作

H、
工
戸
交
こ

方

法

唱

l
v向
;
T
P
Y
F
・1
4
k
s
b
t

あ
り
ま
す

母
高
校
、
山
専
在
学
生
の
方
は
い
ま

す
ぐ
申
込
ん
で
下
さ
い
。

@
中
学
三
年
生
の
方
は
い
ま
す
ぐ

「
予
約
」
の
出
願
を
し
て
く
だ
さ

、。大
学
奨
学
生
、
入
学
一
時
金
の
制

度
も
あ
り
ま
す
の
で
、
学
校
等
に

相
談
し
て
下
さ
い
。

方
法
な
ど
で
分
か
ら
な
い
と
き
は
、
最

寄
り
の
税
務
相
談
室
、
税
務
署
で
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

。
贈
与
と
税
金

贈
与
税
は
、
個
人
か
ち
財
政
を
も
ら

っ
た
と
き
に
も
ら
っ
た
人
に
か
か
る
税

金
で
す
。

円
h-Y

託
士
、
い
に
川
こ

m
Ar
u
-
f
b
h
u

u
u
r
J
一
f
A
1
p
u
y
/
〉
1
1

・U電
f
t
r
i
-
可

/
4
1
J
A
J
A

る
と
そ
れ
だ
け
相
続
税
が
い
悦
く
な
る
の

で
、
生
前
に
附
与
を
受
け
た
人
と
受
け

な
か
っ
た
人
と
の
川
に
税
金
の
川
で
不

公
平
が
生
じ
な
い
よ
う
に
沿
け
ら
れ
た

税
会
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
附
与
税
で
川
辺
に
な
る

の
が
親
旅
関
係
で
の
金
銭
貸
借
で
す
。

金
銭
合
的
そ
れ
自
体
は
贈
与
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
俗
に
い
う
「
あ
る
時
払
い

の
催
告
な
し
」
と
か
「
出
世
払
い
」
の

場
合
は
贈
与
と
み
な
さ
れ
ま
す
。
ま
た

金
銭
の
や
り
と
り
を
し
な
い
で
不
動
産

や
株
式
の
名
義
を
変
更
し
た
り
、
債
務

を
免
除
し
て
も
ら
っ
た
場
合
な
ど
経
済

的
な
利
益
を
受
け
た
と
き
も
贈
与
税
の

説
税
対
象
に
な
り
ま
す
。

贈
与
税
の
申
告
は
、
贈
与
を
受
け
た

年
の
翌
年
二
月
一
日
か
ら
三
月
十
五
日

ま
で
に
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
一

年
間
に
も
ら
っ
た
財
産
の
価
額
が
六
十

万
円
以
下
の
と
き
は
申
告
の
必
要
が
あ

り
ま
せ
ん
。

(
須
賀
川
税
務
署
〉

一
「
郵
便
ポ
ス
ト
」
と

一
「
切
手
売
捌
所
」
を

一

新

設

圃
竜
崎
の
乙
字
ケ
滝
周
辺
の
人
達
と

…
林
精
器
玉
川
工
場
か
ら
、
ポ
ス
ト
及

…
び
切
手
売
捌
所
の
設
置
に
つ
い
て
要

…
望
が
あ
り
、
国
道
一
一
ん
号
線
パ
イ

圃
パ
ス
及
び
林
精
器
玉
川
工
場
等
の
完

一
成
に
よ
り
、
郵
便
利
用
者
の
便
利
を

一
考
慮
し
、
八
月
一
日
よ
ち
次
の
場
所

一
に
ポ
ス
ト
及
び
切
手
売
捌
所
を
開
設

一
し
ま
し
た
。

一
。
ポ
ス
ト
設
置
場
所

一
玉
川
村
竜
崎
字
原
作
回
二
七

l
一

圃
林
精
器
製
造
(
株
)
玉
川
工
場

一0
切
手
売
捌
所

一
林
精
器
製
造
(
株
〉
玉
川
工
場

一
。
利
用
開
始
日

一
昭
和
五
十
四
年
八
月
一
自

一O
ポ
ス
ト
開
函
時
刻

午
前
十
一
時
三

O
分

局

辺



たまかわ

に
あ
た

女
:
・
今
年
も
終
戦
記
念
自
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

:
-
A
H

女
:
・
あ
の
暗
い
戦
争
が
終
っ
て
か
ら
も
う
三
十
四
年
で
あ
る
0

・:台

女
:
・
廃
虚
か
ら
立
ち
上
っ
た
日
本
は
世
界
の
経
済
大
国
に
成
長
し
・
:
育

大
・
:
総
て
の
国
民
は
平
和
な
社
会
で
自
由
に
豊
か
な
生
活
を
過
し
:
・
古

女
・
:
て
い
る
o

e-

:
-
A
H

女
・
:
今
や
戦
争
を
知
も
な
い
世
代
は
人
口
の
半
数
以
上
を
占
め
・
:
古

女
・
:
年
を
追
う
ご
と
に
戦
争
の
記
搭
が
忘
れ
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
:
-
A
M

i

文
:
る
が
、
今
日
の
繁
栄
の
礎
石
と
な
っ
た
幾
多
の
犠
牲
者
を
忘
:
・
女

大
・
:
れ
で
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
、
よ
っ
て
、
こ
こ
に
、
あ
る
兵
土
:
・
台

突

・

:

の

復

員

記

録

を

、

と

り

上

げ

て

み

た

。

・

:
A
H
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あ
る
兵
士
の
復
員
記
録

う
す
暗
い
須
賀
川
駅
の
ホ

i
ム
に
下

車
し
た
の
が
午
後
十
時
す
。
き
だ
っ
た
と

記
矯
し
て
い
る
。

郡
山
発
水
郡
線
の
最
終
列
車
に
間
に

あ
わ
ず
、
須
賀
川
駅
に
降
り
た
私
は

軍
か
ら
支
給
さ
れ
た
、
い
く
ば
く
の
品

物
を
背
負
っ
て
、
駅
を
後
に
し
た
。

一
諸
に
下
車
し
た
何
人
か
の
人
た
ち

は
、
駅
を
出
る
と
足
早
に
い
ず
こ
と
な

く
消
え
て
い
っ
た
・
。
町
に
は
電
燈
一
つ

:
つ
い
て
お
ら
ず
、
陪
く
静
寂

そ
の
も
の
で
、
町
全
体
が
死
ん
で
い
る

か
の
よ
う
な
錯
覚
に
さ
え
と
ら
わ
れ

た
。
私
は
一
歩
一
歩
、
大
地
を
踏
み
し

め
る
気
持
で
町
通
り
を
歩
い
た
。

道
の
両
側
に
、
ぼ
ん
や
り
と
立
ち
並

ぶ
家
々
を
見
て
、
こ
の
町
は
、
空
襲
を

受
け
ず
に
済
ん
だ
の
だ
わ
い
と
、
我
が

こ
と
の
よ
う
に
嬉
し
か
っ
た
、
駅
か
ら

石
川
町
に
通
ず
る
十
字
路
の
と
こ
ろ
ま

で
は
音
品
外
に
遠
い
感
じ
が
し
た
、
通
り

5 

過
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
注
意
深

く
、
あ
た
り
を
見
回
し
な
が
ら
、
よ
う

や
く
石
川
通
り
に
出
る
こ
と
が
で
き
た

こ
こ
か
ら
我
が
村
ま
で
は
一
一
一
旦
と
云
わ

れ
て
い
る
、
暗
い
砂
利
道
を
急
ぐ
足
取

り
は
重
か
っ
た
。

こ
の
日
の
朝
早
く
、
私
の
所
属
し
て

い
た
連
隊
は
仙
台
市
の
兵
営
に
於
て
連

合
軍
に
よ
っ
て
解
散
を
命
ぜ
ら
れ
、
隊

員
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
郷
里
へ
と
、
わ
び

し
く
散
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
、
こ
れ

ら
復
員
者
の
中
に
は
遠
く
鹿
児
島
県
出

身
の
人
達
も
何
名
か
が
含
ま
れ
て
い
た

私
は
こ
の
人
達
を
思
い
浮
べ
、
明
日
の

日
本
を
考
え
、
み
じ
め
な
敗
戦
国
の
一

兵
士
と
し
て
の
自
分
を
あ
わ
れ
み
な
が

ら
歩
き
続
け
た
、
乙
字
ケ
滝
橋
を
渡
り

す
ご
し
て
、
な
に
か
し
ら
、
ほ
っ
と
し

た
気
持
に
な
っ
た
。
故
郷
と
は
本
当
に

有
難
た
い
も
の
だ
な
あ
と
思
い
な
が
ら

い
っ
し
が
我
、
が
一家
に
た
ど
り
つ
い
た
o

同
前
に
て
、
ま
.
す
乱
れ
た
服
装
を
整

え
て
か
ら
静
か
に
我
が
家
の
敷
居
を
ま

た
え
た
。

『
食
糧
事
情
』
腹
が
空
い
て
は
い
な

い
の
か
、
こ
れ
が
私
に
ブ
母
が
語
り
か

け
た
最
初
の
言
葉
で
あ
っ
た
、
親
父
は

想
像
し
て
い
た
よ
り
は
や
つ
れ
て
い
な

い
な
あ
!
と
、
一
人
言
の
よ
う
に
去
っ

た
、
父
母
は
、
復
員
し
て
来
た
息
子
の

健
康
を
気
遣
う
の
も
当
然
の
こ
と
で
あ

っ
た
、
戦
争
の
終
結
と
同
時
に
始
ま
っ

た
海
外
か
ら
の
引
き
揚
げ
で
、
故
郷
の

土
を
踏
む
人
た
ち
の
表
情
は
暗
か
っ
た

軍
人
、
一
般
者
を
問
わ
ず
、
大
半
は
極

度
の
栄
養
失
調
と
過
労
で
心
身
共
に

つ
か
れ
切
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

母
の
言
葉
で
急
に
舷
畳
を
覚
え
る
よ

う
な
空
腹
感
が
襲
っ
て
き
た
、
そ
れ
も

そ
の
は
ず
で
昨
日
の
朝
の
八
時
間
関
、
帰

郷
に
先
立
っ
て
、
隊
で
食
事
を
と
っ
た

き
り
、
そ
の
後
、
十
数
時
間
、
何
一
ツ

口
に
し
な
い
で
、
満
員
列
車
に
ゆ
ら
れ

そ
の
上
、
須
賀
川
駅
か
ら
一
一
一
里
余
の
道

の
り
を
歩
き
、
よ
う
や
く
た
ど
り
つ
い

た
の
で
あ
る
か
ら
、
あ
た
り
ま
え
の
事

で
あ
っ
た
。

『
か
ぼ
ち
ゃ
と
変
の
雑
炊
』
母
が
腐

っ
て
く
れ
た
食
事
を
見
て
、驚
い
た
、

シ注

意
し
て
よ
く
み
た
ら
、

一米
は
一
粒
も
ま

じ
っ
て
い
な
い
、
カ
ボ
チ
ャ
と
去
の
や
そ

う
す
い
め
し
で
あ
る
。
隊
で
の
食
事
も

随
分
と
粗
末
で
量
も
少
な
か
っ
た
が

こ
れ
よ
り
は
、
ま
だ
よま
し
で
あ
っ
た
。

親
父
の
説
明
民
主

る
と
、
食
総
本
怖
が

怒
化
す
る

p

に
う
か
む
一度一応
一広
町
笠
の
供

米
が
強
制
的
に
割
当
て
ら
れ
、
不
達
成

農
家
は
強
権
発
動
を
受
け
、
銃
後
を
守

る
者
に
と
っ
て
は
最
大
の
恥
尋
と
さ
れ

た
、
そ
の
た
め
農
家
ば
、
イ
モ
や
カ
ボ

チ
ャ
な
ど
で
節
米
を
重
ね
で
供
米
の
完

納
を
計
っ
た
と
云
う
。

勿
論
、
村
当
局
に
於
て
も
、
村
内
割

当
の
完
遂
を
臣
指
し
、
村
長
は
陣
頭
に

立
ち
全
職
員
が
農
家
の
説
得
、
督
励
に

全
力
を
傾
注
し
た
。

こ
の
よ
う
に
食
糧
事
情
は
深
刻
化
し

食
糧
生
産
に
た
ず
さ
わ
る
農
家
で
さ
え

も
満
足
に
食
べ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
が
殆
ど
の
農
家
は
国
策
に
し
た
が
っ

ぷ
じ
与
C

て
、
夫
食
米
さ
い
供
出
し
、
イ
モ
や
カ

ボ
チ
ャ
で
飢
え
を
し
の
ぐ
生
活
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
。

『
国
破
れ
て
山
河
あ
り
』
身
も
心
も

ボ
ロ
ボ
ロ
に
疲
れ
切
っ
て
復
員
し
た
あ

く
る
日
、
私
は
疲
れ
切
っ
た
身
体
に
鞭

う
つ
よ
う
に
し
て
館
山
に
登
っ
た
、
従

軍
中
、
夢
に
ま
で
見
た
故
郷
の
シ
ン
ボ

ル
館
山
だ
、
早
く
も
四
面
は
秋
色
が
漂

い
遠
く
蓬
か
に
見
え
る
那
須
連
峰
や
岩

瀬
の
森
を
背
景
に
し
て
折
か
ら
の
夕
映

え
に
眼
下
の
田
園
風
景
の
、
な
ん
と
美

し
か
っ
、た
こ
と
か
。

さ
ら
に
限
を
転
じ
て
各
家
々
を
見
れ

ば
戸
毎
に
、
た
な
び
く
夕
べ
の
煙
'り

そ
こ
か
ら
は
悲
し
い
戦
禍
の
傷
跡
の
姿

は
な
く
、
食
船
難
、
ヤ
ミ
相
場
、
人
情

荒
廃
等
々
、
聞
い
た
ば
か
り
の
話
す
ら

す
べ
て
嘘
一
一
一
日
の
よ
う
に
さ
い
想
え
る
の

だ
っ
た
、
平
和
で
人
々
は
皆
、
幸
せ
そ

の
も
の
に
見
え
た
。

国
破
れ
て
山
荷
あ
り
と
、
中
国
の
詩

人
は
歌
っ
た
が
凄
惨
な
戦
争
こ
そ
が
罪

で
あ
り
、
こ
の
早
川和
こ
そ
が
尊
い
も
の

で
あ
る
と
限
想
に
ふ
け
っ
た
も
の
で
あ

可。。

報予候天/'""¥ 

八

月

太
平
洋
高
気
圧
が
発
達
し
て
暑
い

日
が
多
い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
一

J
ニ
回
前
線
が
南
下
し
て
夏
型
の
天

気
が
く
ず
れ
、
平
年
よ
り
気
温
の
下

が
る
期
間
が
あ
る
み
こ
み
で
す
。

月
の
気
温
は
平
年
並
み
か
や
と
口
同

め
降
水
量
は
平
年
並
み
か
や
ふ
少
な

め
の
み
こ
み
で
す
が
、
局
地
的
に
多

く
な
る
所
、
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

九

月

時
々
前
線
が
南
下
し
て
天
気
が
く

ず
れ
ま
す
が
、
前
半
は
ま
だ
残
暑
の

日
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

し
か
し
後
半
は
日
本
南
岸
に
前
線

が
停
滞
し
や
す
く
雨
の
日
が
多
く
な

る
み
こ
み
で
、

一涼
し
く
な
る
で
し
ょ

。
λ
ノ

月
の
気
温
は
平
年
並
み
、
降
水
量

は
平
年
並
み
か
多
め
の
み
こ
み
で

す。
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第3田村長杯野球大会

泉
郷
ク

一
ア
プ
連
続
優
勝

準
優
勝
は
東
京
精
工

第
三
田
村
長
杯
野
球
大
会
は
、
七
月
八
日
、
二
十
二
日
の
二

日
間
に
わ
た
っ
て
、
須
釜
小
学
校
に
お
い
て
開
催
さ
れ
十
三
チ

ー
ム
が
参
加
し
熱
戦
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

成
績
は
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の
と
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り
で
す
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東
北
電
力
石
川
営
業
所
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雷
に
よ
る
記
電
事
故
の
お

こ
り
や
す
い
季
節
に
な
り
ま

し
た
。次

の
こ
と
に
注
意
し
て
下

，、?、。

司、〈

I
V

①
落
雷
に
よ
る
倒
木
で
断
線

@
電
柱
の
ト
ラ

γ
ス
へ
の
落

雷
で
停
電

も
し
、
こ
ん
な
事
故
を
目

撃
し
た
な
ら
直
ち
に
東
北
電

力
に
お
知
ら
せ
下
さ
い
、
事

故
の
早
期
復
旧
で
停
電
時
の

短
縮
に
役
立
ち
ま
す
。

皆
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い

致
し
ま
す
。
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公
民
館
で
は
、
今
年
度
の
文
化
財
研

修
パ
ス
を
次
の
よ
う
に
実
施
し
ま
す
の

で
、
ご
参
加
下
さ
い
0
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一

、

期

日

昭

和

弘

年

9
月
9
日

(
日
)
雨
天
決
行

三
春
方
語

お
名
(
日
才
以
上
の

男
女
〉

二
百
円

(
テ
キ
ス
ト
代
)

、
研
修
地
区

、
募
集
人
員

四
、
会

費

五
、
見
学
場
所

三
春
滝
ザ
ク
ラ
・
田
村
大
一
元
神
社

一
ニ
春
城
跡
・
デ
コ
屋
敷

王
子
神
社
・
東
堂
山

六
、
申
込
み
し
め
き
り

9
月
3
日

た
だ
し
定
員
に
な
り
し
だ
い
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め

き
り
ま
す
ρ
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、
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し
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は
公
民
館
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う
ぞ
。
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室

妊
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診
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地
区

妊
婦
検
診
東
部
地
区

午
前
中
地
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健
康
教
室
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後
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健
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27 
日

28 
日
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日
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日
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日
四
辻
地
区
健
康
相
談

※
し
尿
汲
取
り
、
ご
み
収
集
に
つ
い

て、

8
月
日
比
・
日
・
訪
日
の

3
日

は
お
盆
の
た
め
休
み
に
な
り
ま
す

の
で
御
協
力
お
願
い
致
し
ま
す
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8
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民
館
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事
予
定
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日
県
埋
蔵
文
化
財
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掘
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講
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会
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山
の
大
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③

日
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国
教
窓

高
齢
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級
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日
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日
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室
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m
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東
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区
公
民
館
大
会

〈
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〉

月
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統
計

31 
日お
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で

(
六
月
分
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出
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〉
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法
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生
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氏
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者
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